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第
7
章　

平
和
首
長
会
議
と
平
和
文
化
（
講
演
録
）

小
泉　
　

崇

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
理
事
長
兼
平
和
首
長
会
議
事
務
総
長
を
し
て

お
り
ま
す
、
小
泉
崇
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
二
〇
二
二
年
度
連
続
市
民
講
座
第

五
回
の
本
日
は
、「
平
和
首
長
会
議
と
平
和
文
化
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
今
日
お
話
し
す
る
内
容
を
ご
紹
介
し
て
お
き
ま
す
と
、
平
和
首
長
会
議
の
概
要
、
そ
れ
か
ら
平

和
首
長
会
議
の
ビ
ジ
ョ
ン
、
平
和
首
長
会
議
の
具
体
的
取
組
、「
平
和
文
化
の
振
興
」
と
「
平
和
文
化
月

間
」
の
推
進
、
核
兵
器
廃
絶
と
「
平
和
文
化
の
振
興
」、
国
連
の
「
平
和
文
化
」
の
振
興
（
ア
ン
ワ
ル
ル
・

チ
ョ
ウ
ド
リ
ー
博
士
の
取
組
）、
国
連
と
平
和
首
長
会
議
の
共
鳴
と
今
後
の
課
題
、
以
上
で
す
。
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１　

平
和
首
長
会
議
の
概
要

平
和
首
長
会
議
の
歩
み

　

そ
れ
で
は
、
ま
ず
平
和
首
長
会
議
の
成
り
立
ち
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
二
回
国
連
軍
縮
特
別
総
会
、
一
九
八
二
年
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
が
、
そ
こ
で
荒
木
広
島
市
長
が
国
境

を
越
え
て
連
帯
し
、
共
に
核
兵
器
廃
絶
へ
の
道
を
切
り
開
こ
う
と
世
界
の
都
市
に
呼
び
か
け
、
世
界
平
和

連
帯
都
市
市
長
会
議
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
平
和
首
長
会
議
に
な
り
ま
す
。

　

平
和
首
長
会
議
の
歩
み
の
概
略
を
説
明
し
ま
す
と
、
一
九
八
五
年
に
第
一
回
世
界
平
和
連
帯
都
市
市
長

会
議
、
現
平
和
首
長
会
議
の
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
一
九
九
一
年
に
は
国
連
の
経
済
社
会
理
事
会

（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
）
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
三
年
に
「
２
０
２
０
（
ニ
イ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）

ビ
ジ
ョ
ン
」、
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
核
兵
器
禁
止
条
約
の
締
結
と
核
兵
器
廃
絶
を
目
標
と
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
で

す
が
、
こ
れ
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
後
ほ
ど
、
ま
た
詳
し
く
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

そ
し

て
、
二
〇
一
七
年
に
核
兵
器
禁
止
条
約
交
渉
会
議
へ
参
加
を
い
た
し
ま
し
て
、
こ
こ
で
実
際
に
核
兵
器
禁

止
条
約
の
条
文
の
策
定
に
具
体
的
に
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
二
〇
二
一
年
七
月
に
理
事
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
て
、
持
続
可
能
な
世
界
に
向
け
た
平
和
的
な
変
革
の
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
、
略
し
て
「
Ｐ
Ｘ
ビ
ジ
ョ
ン
」
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を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
二
〇
二
二
年
一
〇
月
一
九
日
、
二
〇
日
の
両
日
に
第
一
〇
回
平
和
首
長
会

議
の
総
会
を
広
島
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

以
上
、
粗
々
で
す
が
、
平
和
首
長
会
議
の
歩
み
と
い
う
こ
と
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

平
和
首
長
会
議
の
現
状

（
ア
）
地
域
的
分
布

　

次
に
、
平
和
首
長
会
議
が
現
在
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
加
盟
都
市
は
一

六
六
カ
国
・
地
域
に
広
が
っ
て
い
ま
し
て
、
二
〇
二
二
年
一
一
月
一
日
現
在
で
八
二
二
二
都
市
が
加
盟
し

て
お
り
ま
す
。
国
内
で
は
一
七
三
七
都
市
、
こ
れ
は
基
礎
自
治
体
全
体
の
九
九
・
八
％
、
従
っ
て
、
ほ
ぼ

全
て
の
自
治
体
が
加
盟
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
今
、
私
ど
も
は
一
万
都
市
の
加
盟
を
目
指
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
世
界
の
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で
広
が
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
、
主
だ
っ
た
と
こ
ろ
を
紹
介
し
て
お

き
ま
す
。
日
本
が
や
は
り
何
と
い
っ
て
も
一
番
多
い
。
そ
し
て
、
意
外
に
も
と
言
っ
た
ら
失
礼
で
す
が
、

イ
ラ
ン
が
次
に
一
〇
一
六
都
市
、
ド
イ
ツ
が
八
三
七
都
市
、
イ
タ
リ
ア
五
二
〇
都
市
と
続
い
て
お
り
ま
し

て
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
多
い
で
す
が
、
世
界
各
地
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
構
成
が
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ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
言
い
ま
す
と
、
エ
リ
ア
別
に
見
ま
す
と
、
ア
ジ
ア
が
三
九
カ
国
三
二
九
二
都
市
、

オ
セ
ア
ニ
ア
が
九
カ
国
一
三
五
都
市
、
ア
フ
リ
カ
が
四
九
カ
国
四
三
七
都
市
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
四
一
カ
国

三
二
八
二
都
市
、
北
ア
メ
リ
カ
が
三
カ
国
三
三
五
都
市
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
海
地
域
が
二
五
カ

国
で
七
四
一
都
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
運
営
等
に
お
い
て
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
役
員
都
市
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
広

島
市
が
会
長
都
市
で
し
て
、
副
会
長
都
市
と
し
て
長
崎
市
・
ハ
ノ
ー
バ
ー
市
・
マ
ラ
コ
フ
市
・
モ
ン
テ
ン

ル
パ
市
・
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
・
イ
ー
ペ
ル
市
・
グ
ラ
ノ
ラ
ー
ズ
市
・
ハ
ラ
ブ
ジ
ャ
市
・
ビ
オ
グ
ラ
ー
ド
・

ナ
・
モ
ル
市
・
デ
モ
イ
ン
市
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
市
が
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
ら
に
理
事
都
市
と
し
て
、
一
二

都
市
、
サ
ン
ト
ス
市
・
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
市
・
セ
メ
イ
市
・
フ
リ
マ
ン
ト
ル
市
・
サ
ラ
エ
ボ
市
・
コ
ー
チ
市
・

バ
ン
コ
ク
都
・
カ
ル
タ
ゴ
市
・
テ
ヘ
ラ
ン
市
・
グ
リ
ニ
ー
市
・
チ
ェ
ル
ヴ
ィ
ア
市
・
エ
ヴ
ォ
ラ
市
が
名
を

連
ね
て
お
り
ま
す
。
こ
の
構
成
は
、
や
は
り
い
ろ
い
ろ
な
事
情
に
よ
っ
て
動
き
ま
す
が
、
こ
の
時
点
で
は

以
上
の
会
長
都
市
お
よ
び
二
三
都
市
が
役
員
都
市
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
イ
）
組
織
・
活
動
面
で
の
構
成

　

続
い
て
平
和
首
長
会
議
の
組
織
・
活
動
面
で
の
構
成
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
会
議
に
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は
総
会
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
て
、
加
盟
都
市
が
集
う
総
会
を
原
則
と
し
て
四
年
に
一
回
、
広
島
・
長

崎
両
市
で
交
互
に
開
催
し
、
重
要
な
事
項
を
議
決
・
承
認
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
前
回
は
二
〇
二

二
年
一
〇
月
に
行
っ
た
わ
け
で
す
が
、
次
回
は
長
崎
市
で
二
〇
二
五
年
に
行
う
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
等
に
よ
り
、
四
年
に
一
度
と
い
う
と
こ
ろ
が
若
干
変
則
的
に
な
っ
て
、
三
年
後

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

次
に
理
事
会
で
す
が
、
役
員
都
市
が
集
う
理
事
会
を
お
お
む
ね
二
年
に
一
回
役
員
都
市
で
開
催
し
、
今

後
の
取
組
や
次
回
総
会
の
運
営
方
針
な
ど
に
つ
い
て
審
議
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
前
回
は
二
〇
二

一
年
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
ま
し
て
、
次
回
は
未
定
で
す
。

　

三
つ
目
が
国
内
加
盟
都
市
会
議
総
会
で
、
毎
年
一
回
を
原
則
と
し
て
、
い
ず
れ
か
の
国
内
加
盟
都
市
で

開
催
し
、
国
内
加
盟
都
市
が
集
い
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
次
回
二
〇
二
三
年
は
姫
路
市
で
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
以
外
に
二
〇
二
一
年
一
月
に
ス
ペ
イ

ン
の
グ
ラ
ノ
ラ
ー
ズ
市
を
中
心
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
支
部
を
結
成
い
た
し
ま
し
た
。

平
和
首
長
会
議
の
ビ
ジ
ョ
ン

　

次
に
先
ほ
ど
歩
み
の
中
で
ご
紹
介
し
た
「
２
０
２
０
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
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ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
は
核
兵
器
廃
絶
の
た
め
の
緊
急
行
動
と
い
う
こ
と
で
、
目
標
の
一
点
目
と
し
て
、

全
て
の
核
兵
器
の
実
戦
配
備
の
即
時
解
除
、
二
点
目
と
し
て
核
兵
器
禁
止
条
約
締
結
に
向
け
た
具
体
的
交

渉
の
開
始
、
三
点
目
と
し
て
核
兵
器
禁
止
条
約
の
締
結
、
四
点
目
と
し
て
二
〇
二
〇
年
を
目
標
と
す
る
全

て
の
核
兵
器
の
解
体
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
二
〇
〇
三
年
に
英
国
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
で
行
わ
れ

た
第
六
回
理
事
会
で
、
当
時
の
秋
葉
市
長
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
よ
り
成
立
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
２
０
２
０
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
非
常
に
意
欲
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
、
被
爆
者
の
方
々
が
存
命
の
う
ち
に

核
兵
器
を
廃
絶
す
る
こ
と
を
悲
願
と
し
て
立
て
た
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
一

点
目
の
全
て
の
核
兵
器
の
実
戦
配
備
の
即
時
解
除
、
そ
れ
か
ら
四
点
目
の
二
〇
二
〇
年
を
目
標
と
す
る
全

て
の
核
兵
器
の
解
体
、
こ
れ
は
残
念
な
が
ら
実
現
し
な
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
二
点
目
の
核

兵
器
禁
止
条
約
締
結
に
向
け
て
の
具
体
的
交
渉
の
開
始
、
こ
れ
は
二
〇
一
七
年
に
交
渉
会
議
が
実
際
に
始

ま
り
ま
し
て
、
三
点
目
の
核
兵
器
禁
止
条
約
の
締
約
も
、
条
約
が
二
〇
一
七
年
に
採
択
さ
れ
、
批
准
国
が

五
〇
を
超
え
、
二
〇
二
一
年
一
月
に
は
発
効
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
二
点
は
成
立
し
て
、
二

点
は
残
念
な
が
ら
実
現
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
「
２
０
２
０
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
終
え
て
、
二
〇
二
一
年
以
降
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
二
〇

二
一
年
七
月
に
理
事
会
で
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
持
続
可
能
な
世
界
に
向



第７章　平和首長会議と平和文化（講演録）

151

け
た
平
和
的
な
変
革
の
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
」、
略
し
て
「
Ｐ
Ｘ
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
目
指
す
こ
と
を
そ
の
中
心
に
据
え
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
現
実
を
直
視
し
て

実
際
に
廃
絶
を
す
べ
き
具
体
的
な
年
限
と
い
う
の
は
特
に
設
け
な
い
で
、
あ
く
ま
で
も
都
市
レ
ベ
ル
、
個

人
レ
ベ
ル
で
の
取
組
に
重
点
を
置
く
と
い
う
も
の
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
Ｐ
Ｘ
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
内
容
で
す
が
、
項
目
Ａ
と
し
て
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現
」
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
都
市
と
そ
の
市
民
が
標
的
と
な
り
、
使
用
の
影
響
が
地
球
規
模
と
な
る
核
兵
器
は
、
市

民
の
安
心
・
安
全
な
生
活
を
脅
か
す
最
大
の
障
害
で
あ
る
た
め
、
国
連
・
各
国
政
府
と
り
わ
け
核
保
有
国

お
よ
び
そ
の
同
盟
国
に
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
行
動
を
要
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
為
政
者
の
政
策
転
換
を

促
す
と
い
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

二
点
目
の
項
目
Ｂ
は
、「
安
全
で
活
力
の
あ
る
都
市
の
実
現
」
で
す
。
市
民
の
安
心
・
安
全
な
生
活
を
よ

り
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
、
人
類
の
共
存
を
脅
か
す
飢
餓
・
貧
困
等
の
諸
問
題
の
解
消
、
さ
ら
に
は
難

民
問
題
、
人
権
問
題
の
解
決
お
よ
び
環
境
保
護
と
い
っ
た
、
地
域
ご
と
に
異
な
る
多
様
な
課
題
に
取
り
組

む
と
い
う
こ
と
が
二
点
目
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
三
点
目
の
項
目
Ｃ
に
、
こ
れ
は
ま
っ
た
く
新
た
な
視
点
で
す
が
、「
平
和
文
化
の
振
興
」
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
為
政
者
の
政
策
転
換
を
促
す
環
境
や
人
類
の
共
存
に
向
け
て
連
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帯
す
る
市
民
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
市
民
一
人
一
人
が
日
常
生
活
の
中
で
平
和
に
つ
い
て
考
え
、
行
動
す

る
と
い
う
、
よ
り
根
源
的
に
重
要
な
「
平
和
文
化
」
を
市
民
社
会
に
根
付
か
せ
、
平
和
意
識
を
醸
成
す
る
。

こ
れ
を
目
的
と
し
た
も
の
が
第
三
点
目
の
「
平
和
文
化
の
振
興
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
一
点
目
は
、

国
家
レ
ベ
ル
で
取
り
組
む
べ
き
も
の
で
、
二
点
目
は
都
市
レ
ベ
ル
、
三
点
目
は
市
民
レ
ベ
ル
と
い
う
重
層

的
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
言
え
る
か
と
思
い
ま
す
。

平
和
首
長
会
議
の
具
体
的
取
組

　
「
Ｐ
Ｘ
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
は
併
せ
て
採
択
さ
れ
た
行
動
計
画
と
い
う
の
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
骨
格
の
部

分
を
少
し
ご
紹
介
し
ま
す
。
主
だ
っ
た
項
目
と
し
て
は
、
Ａ
の
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現
」
で
は
、

被
爆
者
の
思
い
の
共
有
を
中
心
に
据
え
て
、
一
、
核
保
有
国
お
よ
び
そ
の
同
盟
国
を
巻
き
込
ん
だ
核
兵
器

禁
止
条
約
の
批
准
国
拡
大
の
促
進
、
二
、
国
連
・
各
国
政
府
へ
の
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
要
請
・
働
き
掛

け
、
三
、
幅
広
い
層
の
市
民
に
よ
る
為
政
者
の
政
策
転
換
に
向
け
た
働
き
掛
け
、
こ
れ
ら
を
具
体
的
な
行

動
と
し
て
起
こ
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｂ
の
項
目
の
「
安
全
で
活
力
の
あ
る
都
市
の
実
現
」
と
い
う
部
分
は
、
持
続
可
能
な
地
域
・
社
会
へ
の

貢
献
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
遂
行
と
い
う
こ
と
で
、
具
体
的
に
は
、
テ
ロ
、
難
民
、
環
境
破
壊
、
多
様
性
と
包
摂
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性
の
軽
視
等
の
諸
問
題
へ
の
地
域
ご
と
の
取
組
の
推
進
で
あ
り
、
こ
れ
は
ほ
ぼ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
実
施
し
て
い

く
、
実
現
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
と
内
容
的
に
は
か
な
り
近
い
も
の
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

Ｃ
の
項
目
の
「
平
和
文
化
の
振
興
」
に
つ
い
て
は
、
国
際
世
論
の
醸
成
・
拡
大
を
主
眼
に
置
い
て
市
民

社
会
に
お
け
る
平
和
意
識
の
醸
成
、
被
爆
や
戦
禍
の
実
相
の
発
信
・
共
有
、
次
代
の
平
和
活
動
を
担
う
青

少
年
の
育
成
を
柱
と
し
て
具
体
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
、
以
下
若
干
ご
紹
介
し
ま
す
と
、
一
つ
は
、
国
連
・
各
国
政
府
に
対
す
る
要

請
で
、
主
に
松
井
会
長
（
広
島
市
長
）
と
田
上
副
会
長
（
長
崎
市
長
）
が
、
累
次
の
機
会
に
国
連
等
の
国
際
会

議
、
あ
る
い
は
、
政
府
の
要
人
等
と
の
面
会
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
請
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
次
代
の
平
和
活
動
を
担
う
青
少
年
の
育
成
と
い
う
こ
と
で
、「H

IRO
SH

IM
A

 &
 PEA

CE

」、

そ
れ
か
ら
、「
青
少
年
国
際
平
和
未
来
会
議
」
と
い
う
活
動
、
さ
ら
に
平
和
を
希
求
す
る
心
を
育
て
る
取
組

な
ど
の
好
事
例
を
収
集
し
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
「
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
“
平
和
な
ま
ち
”
絵
画

コ
ン
テ
ス
ト
」、
こ
れ
は
毎
年
や
っ
て
お
り
ま
し
て
、
今
年
も
か
な
り
多
く
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ
る
加
盟
都
市
と
の
連
携
強
化
と
い
う
こ
と
で
、
米
国
デ
モ
イ
ン
市
か

ら
や
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
ト
ス
市
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
受
入
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
被
爆
樹
木
の
種
・
苗
木
の
配
布
と
い
う
こ
と
で
、
国
内
で
は
ア
オ
ギ
リ
・
ク
ス
ノ
キ
、
海
外
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で
は
イ
チ
ョ
ウ
・
エ
ノ
キ
な
ど
、
今
ま
で
ず
い
ぶ
ん
の
種
・
苗
木
を
配
布
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

「
平
和
文
化
の
振
興
」
と
「
平
和
文
化
月
間
」

　

平
和
首
長
会
議
行
動
計
画
の
中
で
、
特
に
「
平
和
文
化
の
振
興
」
に
該
当
す
る
部
分
を
も
う
少
し
詳
し

く
ご
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
番
目
は
市
民
社
会
に
お
け
る
平
和
意
識
の
醸
成
を
目
的
と
す
る
も
の

で
、
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
等
を
通
じ
た
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
加
盟
都
市
が

よ
り
多
く
の
市
民
に
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
表
現
さ
れ
る
音
楽
や
美
術
な
ど
の
芸
術
、
言
葉
の
違
い
を

越
え
て
感
動
を
分
か
ち
合
え
る
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
じ
て
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
た
め
に
、

例
え
ば
「
平
和
文
化
月
間
」
を
定
め
る
な
ど
と
し
て
、
多
様
な
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

二
番
目
と
し
て
、
平
和
文
化
を
振
興
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
市
民
と
の
連
携
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。「
加

盟
都
市
は
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
推
奨
す
る
た
め
、
平
和
文
化
を
振
興
す
る
活
動
を
行
っ

て
い
る
市
民
と
協
力
し
て
、
平
和
文
化
を
市
民
社
会
に
根
付
か
せ
る
取
組
を
推
進
す
る
」
と
な
っ
て
お
り

ま
し
て
、
特
に
「
平
和
文
化
月
間
」
に
つ
い
て
は
、
広
島
市
で
は
昨
年
二
〇
二
一
年
か
ら
一
一
月
を
「
平

和
文
化
月
間
」
と
定
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
始
め
ま
し
た
。
今
年
が
二
年
目
で
、「
平
和
文
化
月
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間
２
０
２
２
」
と
銘
打
ち
、
具
体
的
に
は
展
示
発
表
で
あ
っ
た
り
と
か
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
あ
っ
た
り
と

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
紹
介
す
る
と
い
う
こ
と
を
や
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
と
い

う
よ
り
は
、
む
し
ろ
市
民
の
手
づ
く
り
感
の
あ
る
市
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
据
え
て
、
市
民
の

間
で
「
平
和
文
化
」
と
い
う
も
の
を
、
そ
の
思
い
を
共
有
で
き
る
よ
う
な
も
の
を
中
心
に
実
施
い
た
し
ま

し
た
。

　

一
一
月
三
日
に
は
特
に
「
市
民
平
和
文
化
イ
ベ
ン
ト
」
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
ほ
か
に
も
一
一
月
中
に

全
部
で
五
〇
以
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
平
和
文
化
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
広
島
広
域
都
市
圏
も
含
め
て
実
施
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
平
和
文
化
月
間
」
の
意
義
と
い
う
も
の
を
一
番
端
的
に
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
〇
月
二
九
日
に
「
平
和
文
化
月
間
」
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

講
演
会
を
開
催
し
、
そ
こ
で
松
井
市
長
が
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
一
部
分
で
す
。

「
平
和
文
化
」
を
根
付
か
せ
る
活
動
は
特
別
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
言
葉
や
文
化
の
違

い
を
超
え
て
感
動
を
分
か
ち
合
え
る
音
楽
や
美
術
な
ど
の
芸
術
文
化
活
動
や
、
相
手
を
尊
重
し
、
相

手
と
共
感
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
、
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
穏
や
か
に
く
つ
ろ
い
だ
り
、
心
が

晴
れ
や
か
に
な
っ
た
り
と
、
明
る
く
前
向
き
な
感
情
を
抱
き
、
そ
こ
か
ら
平
和
を
感
じ
、
平
和
が
長
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く
続
い
て
ほ
し
い
と
願
う
思
い
に
つ
な
が
る
活
動
で
す
。
本
市
で
は
昨
年
か
ら
一
一
月
を
「
平
和
文

化
月
間
」
と
位
置
付
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
集
中
的
に
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
日
常
生
活
の
中

に
「
平
和
文
化
」
を
根
付
か
せ
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
広
島
広
域
都
市
圏

の
各
市
町
に
取
組
の
輪
を
広
げ
て
お
り
、
さ
ら
に
国
内
外
の
都
市
へ
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
「
平
和
文
化
」
の
振
興
に
よ
り
、
市
民
の
平
和
へ
の
思
い
が
地
域
や
国
の
垣
根
を

越
え
て
世
界
中
に
広
が
り
、
ひ
い
て
は
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
の
実
現
に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と

信
じ
ま
す
。

　

こ
こ
に
、「
平
和
文
化
月
間
」
の
意
義
と
い
う
も
の
が
端
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
二
番
目
に
紹
介
し
た
市
民
と
の
連
帯
の
部
分
で
す
。
こ
れ
は
、
加
盟
都
市
が
行
っ
て
い
る
取
組

の
事
例
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
東
京
の
国
立
市
・
日
野
市
・
多
摩
市
に
よ
る
「
戦
争
体
験
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
」
で
、
三
市

で
連
携
し
て
、
戦
争
体
験
者
の
体
験
を
小
冊
子
と
朗
読
の
音
声
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
、
戦
後
世
代
の
平
和
意

識
の
醸
成
を
図
る
事
業
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
地
域
は
、
さ
ら
に
東
京
の
西
に
あ
る
各
都
市
と
相
互

に
連
携
し
て
、
こ
の
よ
う
な
取
組
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
こ
う
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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二
つ
目
は
、
ド
イ
ツ
の
ハ
ノ
ー
バ
ー
市
に
よ
る
「
フ
ラ
ッ
グ
デ
ー
」
で
す
。
ハ
ノ
ー
バ
ー
市
の
呼
び
か

け
に
よ
り
ド
イ
ツ
の
加
盟
都
市
が
、
核
兵
器
廃
絶
の
願
い
を
込
め
て
毎
年
七
月
八
日
に
一
斉
に
平
和
首
長

会
議
の
旗
を
掲
げ
る
取
組
で
す
。
こ
の
取
組
は
今
年
も
行
わ
れ
、
特
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
連
帯
を
意

思
表
示
を
す
る
機
会
に
な
り
ま
し
て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
か
な
り
、
ド
イ
ツ
の
み
で
は
な
い
で
す
が
、
加

盟
都
市
の
実
際
の
広
が
り
が
生
ま
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
三
つ
目
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
エ
ヴ
ォ
ラ
市
に
よ
る
「
陶
芸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
す
。
こ
れ

は
、
芸
術
を
通
じ
て
世
界
平
和
の
重
要
性
に
関
す
る
認
識
を
高
め
る
た
め
、
地
域
の
伝
統
工
芸
を
活
用
し
、

市
内
の
学
校
で
平
和
の
ハ
ト
を
テ
ー
マ
に
陶
芸
制
作
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
や
っ
て
お
ら
れ
て
、
こ

れ
も
、
こ
う
い
う
活
動
を
通
し
て
平
和
と
い
う
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
が
認
識
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

２　

核
兵
器
廃
絶
と
「
平
和
文
化
の
振
興
」

　

こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
視
点
を
変
え
ま
し
て
、
実
際
に
今
、
核
兵
器
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
概
観
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
国
際
平
和
研
究
所

（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
）
と
い
う
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
、
実
際
の
核
保
有
国
の
核
弾
頭
保
有
数
の
推
計

値
を
集
計
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
省
き
ま
す
が
、
や
は
り
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
を
中
心
に
全
部
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で
一
万
二
〇
〇
〇
を
超
え
る
核
弾
頭
が
世
界
に
広
が
っ
て
い
る
と
。
さ
ら
に
、
国
と
し
て
も
北
朝
鮮
を
含

め
て
九
カ
国
、
そ
れ
だ
け
の
国
が
実
際
に
核
を
保
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
国
連
の
中
で

Ｎ
Ｐ
Ｔ
と
い
う
核
不
拡
散
条
約
で
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
Ｐ
５
と
言
わ
れ
る
、
ア
メ
リ
カ
・

ロ
シ
ア
・
英
国
・
フ
ラ
ン
ス
・
中
国
、
こ
の
五
カ
国
が
基
本
的
に
は
核
を
保
有
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
か
ら
、
さ
ら
に
ほ
か
の
国
に
は
拡
散
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
で
定
め
ら
れ
て

い
る
わ
け
で
す
が
、
現
実
に
は
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
等
さ
ら
に
広
が
り
を
持
っ
て
一
万
二
〇
〇
〇
以
上

の
核
弾
頭
が
世
界
に
存
在
す
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　

た
だ
、
一
九
四
五
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
推
移
を
見
ま
す
と
、
減
っ
て
は
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん

で
す
ね
。
一
九
八
六
年
か
ら
一
九
八
七
年
が
ピ
ー
ク
に
な
っ
て
い
ま
し
て
、
主
に
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
が
保

有
す
る
七
万
を
超
え
る
核
弾
頭
が
世
界
に
あ
っ
た
。
そ
れ
が
曲
が
り
な
り
に
も
減
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と

は
確
か
な
ん
で
す
ね
。
一
九
八
五
年
、
一
九
八
六
年
に
、
当
時
の
レ
ー
ガ
ン
米
国
大
統
領
と
ゴ
ル
バ
チ
ョ

フ
・
ソ
連
共
産
党
書
記
長
が
語
り
合
っ
た
結
果
と
し
て
、「
核
戦
争
に
勝
者
は
な
い
の
だ
。
絶
対
戦
わ
れ
て

は
な
ら
な
い
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
合
っ
て
、
そ
こ
か
ら
核
軍
縮
の
流
れ
が
で
き
て
き
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
の
で
す
。
た
だ
依
然
と
し
て
、
今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
保
有
国
は
核
を

持
っ
て
、
そ
れ
を
強
み
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
戦
略
を
考
え
て
い
る
と
い
う
現
実
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
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そ
こ
で
、
核
兵
器
廃
絶
と
「
平
和
文
化
の
振
興
」
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
み
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、

何
が
核
廃
絶
を
阻
ん
で
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に

せ
よ
、
そ
れ
か
ら
核
兵
器
禁
止
条
約
に
せ
よ
、
共
通
し
た
認
識
と
し
て
は
、
や
は
り
核
兵
器
は
将
来
的
に

は
廃
絶
さ
れ
る
べ
き
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
た
だ
実
際
に
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

こ
の
中
心
に
あ
る
考
え
方
に
は
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
通
り
、「
核
抑
止
論
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
わ
け
で

す
ね
。
こ
れ
は
、
核
保
有
国
の
安
全
保
障
政
策
の
根
幹
を
な
す
も
の
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
要
す
る
に
、

「
自
分
た
ち
は
こ
れ
だ
け
破
壊
力
の
あ
る
兵
器
を
持
っ
て
い
る
ぞ
。
何
か
し
て
き
た
ら
、
こ
れ
を
使
っ
て
あ

な
た
た
ち
に
お
返
し
し
ま
す
よ
」
と
い
う
こ
と
で
、
本
質
的
に
相
手
を
脅
す
論
理
が
「
核
抑
止
論
」
の
中

心
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

一
方
で
、
こ
れ
は
、
や
は
り
核
兵
器
を
保
有
す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
論
理
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
、
そ
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
言
え
ば
、
そ
の
背
景
に
国
際
社
会
に
お
け
る
相
互
不
信

と
い
う
も
の
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
要
す
る
に
、
相
手
の
国
に
対
し
て
信
用
で

き
な
い
、
い
つ
攻
め
て
く
る
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
不
信
感
が
相
互
に
存
在
す
る
。
そ
れ
が
故
に

自
分
た
ち
は
核
を
持
つ
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
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さ
ら
に
、
絶
対
的
権
力
誇
示
の
手
段
と
い
う
こ
と
も
言
え
る
か
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
北
朝
鮮
な
ど
一

部
の
権
威
主
義
的
な
国
の
指
導
者
と
い
う
の
は
、
そ
う
や
っ
て
権
力
を
誇
示
す
る
こ
と
で
自
分
の
権
力
を

保
と
う
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
為
政
者
が
核
廃
絶
を
行
う
と
い
う
政
治
的
意
思
が
欠
如
し

て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。「
核
抑
止
論
」
を
超
克
し
な
け
れ
ば
核
廃
絶
に
は
向
か
え
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
国
家
間
の
「
力
の
論
理
」
と
い
う
も
の
が
支
配
し
て
い
る
世
界
で
は
、
な
か
な
か
そ
の
超
克

は
困
難
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
疑
問
と
し
て
挙
が
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
核
廃
絶
と
い
う
の
は
無
理
な
の
か
、
実
現
で
き
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
こ

れ
は
実
現
は
で
き
る
し
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
核
兵
器
と
い
う
の
は
人

間
が
つ
く
り
出
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
人
間
が
廃
棄
で
き
な
い
わ
け
は
な
い
と
私
自
身
は
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
核
兵
器
は
「
絶
対
悪
」
と
の
認
識
を
市
民
社
会
の
総
意
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
さ

ら
に
国
際
社
会
が
核
兵
器
禁
止
条
約
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
努
力
が
こ
れ
に
伴
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
為
政
者
を
「
核
抑
止
論
」
か
ら
解
放
し
て
政
策
転
換
を
図
る
こ
と
で
、
核

の
な
い
世
界
を
実
現
す
る
方
向
に
向
け
て
い
く
と
い
う
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
社
会
に
市
民
一
人
一
人
が
日
常
生
活
の
中
で
平
和
に
つ
い
て
考
え
、
行
動
す
る
「
平
和
文
化
」
を

醸
成
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
い
き
な
り
「
平
和
文
化
」
を
持
ち
出
し
て
核
廃
絶
が
で
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き
る
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
よ
ね
。
し
か
し
、
非
常
に
遠
い
道
に
は
な
る
の
で
す

が
、
市
民
社
会
の
中
に
「
平
和
文
化
」
と
い
う
も
の
が
根
付
い
て
い
な
け
れ
ば
、
い
く
ら
核
廃
絶
を
唱
え

て
も
、
そ
れ
が
確
か
な
も
の
に
は
な
っ
て
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
従
っ
て
、
平
和
首
長

会
議
だ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
そ
う
い
う
市
民
社
会
に
よ
る
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
へ
の
期
待
が
持
た
れ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
は
核
保
有
国
の
核
兵
器
廃
絶
へ
向
け
た
取
組
が
停
滞
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

を
動
か
し
て
い
く
た
め
に
は
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
市
民
社
会
の
取
組
、
ま
さ
に
そ
こ
に
強
く
働
き
掛

け
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
れ
は
市
民
社
会
の
連
帯
で
あ
り
、
為
政
者
の
政
策
転
換
を
促
す
取
組
で

あ
り
、
国
際
世
論
の
喚
起
で
あ
り
、
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
支
持
拡
大
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
国
際
社

会
の
停
滞
に
対
し
て
強
く
働
き
掛
け
て
い
っ
て
、
事
態
を
動
か
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
、
平
和
首
長
会

議
の
取
組
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

３　

国
連
の
「
平
和
の
文
化
」
の
振
興
（
チ
ョ
ウ
ド
リ
ー
博
士
の
取
組
）

　

次
に
、
先
ほ
ど
か
ら
申
し
上
げ
て
き
た
「
平
和
文
化
」
も
し
く
は
「
平
和
の
文
化
」
と
は
と
い
う
こ
と

で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
吟
味
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
平
和
文
化
」
も
し
く
は
「
平
和
の
文
化
」
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は
、
累
次
の
機
会
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
テ
ー
マ
で
、
一
九
九
九
年
の
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
平

和
の
文
化
に
関
す
る
宣
言
」
に
よ
っ
て
、
国
際
社
会
に
お
い
て
「
平
和
文
化
」
が
広
く
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
や
は
り
冷
戦
終
了
後
、
平
和
に
対
す
る
思
い
が
強
く
な
っ
て
い
た
と
き
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う

流
れ
の
中
で
生
ま
れ
て
き
た
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
場
合
の
「
平
和
の
文
化
」
と
は
、
戦
争
と
暴

力
の
文
化
か
ら
平
和
と
非
暴
力
の
文
化
へ
変
革
す
る
た
め
の
価
値
観
や
行
動
、
生
き
方
を
指
す
と
言
わ
れ

ま
す
。

　

そ
の
淵
源
は
、
有
名
な
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
の
前
文
に
あ
る
「
戦
争
は
人
の
心
の
中
で
生
ま
れ
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
人
の
心
の
中
に
平
和
の
と
り
で
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、
こ
の
精
神
に
あ
る
と
言
え
る
と

思
い
ま
す
。
累
次
の
平
和
活
動
も
、
や
は
り
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
の
前
文
に
あ
る
精
神
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
平
和
首
長
会
議
の
「
平
和
文
化
」
の
重
要
性
を
訴
え
る
主
張
と
い
う
の
も
、

こ
の
流
れ
を
く
む
も
の
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、「
平
和
の
文
化
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ア
ン
ワ
ル
ル
・
チ
ョ
ウ
ド
リ
ー
博
士
と
い
う
方
が
お
ら

れ
て
、
こ
の
方
は
前
の
国
連
事
務
次
長
で
す
が
、
一
九
九
七
年
七
月
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
国
連
大
使
と

し
て
赴
任
し
た
と
き
に
コ
フ
ィ
・
ア
ナ
ン
国
連
事
務
総
長
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
、
国
連
総
会
の
議
題
に
「
平

和
の
文
化
」
の
概
念
を
含
め
る
よ
う
要
請
し
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
チ
ョ
ウ
ド
リ
ー
さ
ん
の
バ
ッ
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ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
お
話
し
す
る
と
、
や
は
り
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
独
立
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗

り
越
え
て
こ
ら
れ
た
方
で
す
か
ら
、
と
り
わ
け
平
和
と
い
う
も
の
に
対
す
る
意
識
が
強
い
方
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
一
九
九
八
年
第
五
三
期
国
連
総
会
の
議
長
に
任
命
さ
れ
て
、「
平
和
の
文
化
」
に
関
す
る
委
員
会

を
立
ち
上
げ
ま
す
。
九
カ
月
間
の
議
論
を
経
て
、
一
九
九
九
年
九
月
に
委
員
会
の
成
果
は
総
会
に
提
出
さ

れ
て
、「
平
和
の
文
化
の
宣
言
と
行
動
計
画
」
と
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
に
お
い
て
も
、「
平
和
の

文
化
の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
」
を
創
設
さ
れ
て
、
も
う
八
〇
歳
近
い
年
齢
の
方
で
す
が
、

依
然
と
し
て
元
気
に
活
動
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
国
連
総
会
の
際
に
、
平
和
の
文
化
に
関
わ
る
ハ
イ
レ
ベ
ル

会
合
を
毎
年
主
催
し
て
お
ら
れ
て
、
二
〇
二
一
年
に
は
松
井
広
島
市
長
が
平
和
首
長
会
議
会
長
と
し
て
招

待
さ
れ
、
ビ
デ
オ
で
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
国
連
決
議
の
中
身
を
若
干
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
一
九
九
九
年
九
月
一
三
日
に

採
択
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

―
―「
平
和
」
は
単
に
紛
争
が
な
い
状
態
で
は
な
い
と
留
意
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
全
て

の
人
が
彼
・
彼
女
の
能
力
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
エ
ン
パ
ワ
ー
さ
れ
た
条
件
も
し
く
は
状
態
を
い
う
。
そ

れ
は
、
対
話
が
奨
励
さ
れ
、
紛
争
が
相
互
理
解
と
協
力
の
精
神
の
下
で
解
決
さ
れ
る
肯
定
的
で
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
参
加
型
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
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―
―「
平
和
の
文
化
」
は
、
以
下
の
諸
点
に
基
づ
き
、
一
連
の
価
値
・
態
度
・
伝
統
、
そ
し
て
行
為
の
態

様
と
生
活
法
と
し
て
定
義
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
中
身
と
し
て
、
例
示
的
に
挙
げ
る
と
す
れ
ば
―
―
生
命
の
尊
重
、
暴
力
の
終
焉
と
教
育
、
対
話
そ

し
て
協
力
を
通
じ
た
非
暴
力
の
奨
励
と
励
行
。
主
権
、
領
土
的
一
体
性
、
諸
国
の
政
治
的
独
立
、
国
連
憲

章
と
国
際
法
に
の
っ
と
っ
た
各
国
の
国
内
法
内
で
の
本
質
的
な
諸
問
題
へ
の
不
干
渉
。
人
権
お
よ
び
基
本

的
自
由
の
奨
励
の
全
面
的
な
尊
重
。
紛
争
の
平
和
的
解
決
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
。
現
世
代
お
よ
び
将
来

世
代
の
発
展
お
よ
び
環
境
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
た
め
の
努
力
。
発
展
す
る
権
利
の
奨
励
の
尊
重
。
男
女
の
権

利
の
平
等
と
機
会
均
等
の
奨
励
の
尊
重
。
表
現
、
意
見
お
よ
び
情
報
の
自
由
へ
の
万
人
の
権
利
の
尊
重
。

自
由
、
正
義
、
民
主
主
義
、
寛
容
、
団
結
、
協
力
、
複
数
主
義
、
文
化
的
多
様
性
、
対
話
、
社
会
お
よ
び

諸
民
族
間
の
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
の
理
解
、
平
和
に
導
く
こ
と
を
可
能
に
す
る
国
家
的
お
よ
び
国
際
的
環

境
の
整
備
―
―
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
網
羅
的
に
挙
げ
ら
れ
て
い
て
、
ど
れ
が
重
要
、
ど
れ

が
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
な
い
よ
う
な
、
あ
る
意
味
、
こ
の
時
点
で
の
人
類
全
体
の
叡
智
を

結
集
し
た
か
た
ち
で
の
「
平
和
の
文
化
」
の
内
容
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
決
議
の
中
に
は
行
動
計
画
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
も
非
常
に
さ
ま
ざ
ま
な
面
を
含
ん
で
い
て
詳
し

い
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
概
略
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
全
て
の
関
係
者
に
よ
る
国
内
的
、
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地
域
的
そ
し
て
国
際
的
な
レ
ベ
ル
で
の
行
動
を
強
化
す
る
こ
と
が
眼
目
な
の
で
す
が
、
―
―
教
育
を
通
じ

て
の
平
和
の
文
化
を
育
て
る
行
動
、
持
続
可
能
な
経
済
的
お
よ
び
社
会
的
発
展
を
促
進
す
る
行
動
、
あ
ら

ゆ
る
人
権
の
尊
重
を
促
進
す
る
行
動
、
女
性
と
男
性
の
間
の
平
等
を
保
障
す
る
行
動
、
民
主
主
義
的
な
参

加
を
促
進
す
る
行
動
、
相
互
理
解
・
寛
容
・
連
帯
を
促
進
す
る
行
動
、
国
際
的
な
平
和
と
安
全
を
促
進
す

る
行
動
―
―
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
も
具
体
的
な
行
動
と
し
て
、
こ
う
い
う
行
動
を
起
こ
し
て

い
こ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
国
連
決
議
で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
二
〇
二
二
年
一
〇
月
二
〇
日
に
第
一
〇
回
平
和
首
長
会
議
総
会
で
チ
ョ
ウ
ド
リ
ー
博
士
に
基

調
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
に
チ
ョ
ウ
ド
リ
ー
さ
ん
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
の

抜
粋
を
少
々
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

―
―
概
念
と
し
て
の
平
和
の
文
化
、
動
機
と
し
て
の
平
和
の
文
化
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
意
識
的
に

平
和
と
非
暴
力
を
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
一
部
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
日
常
生
活
の
中
で
平
和
の
文
化
と
い
う
も
の
を
我
々

が
意
識
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
、
先
ほ
ど
か
ら
ご
紹
介
し
て
い
る
平
和
首
長
会
議
の
主
張
と
一
致

す
る
部
分
で
す
。

　

―
―
平
和
の
文
化
の
目
的
は
人
々
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
で
す
。
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要
す
る
に
、
人
間
と
し
て
の
全
人
的
な
能
力
の
開
発
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

―
―
人
生
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
け
る
女
性
の
創
造
的
な
可
能
性
の
解
放
、
意
思
決
定
へ
の
女
性
の
平
等

な
参
加
は
全
て
平
和
の
文
化
を
達
成
す
る
た
め
の
前
提
条
件
で
す
。
平
和
が
な
け
れ
ば
開
発
は
不
可
能
で

あ
り
、
開
発
が
な
け
れ
ば
平
和
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
が
、
女
性
が
い
な
け
れ
ば
平
和
も
開
発
も
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

特
に
、
今
回
の
講
演
の
中
で
チ
ョ
ウ
ド
リ
ー
さ
ん
が
強
調
さ
れ
て
い
た
の
は
女
性
の
役
割
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
今
ま
で
国
連
の
事
務
総
長
は
み
ん
な
男
性
で
あ
っ
た
と
。
前
回
の
選
挙
の
と
き

は
、
実
は
非
常
に
有
能
な
女
性
の
有
力
候
補
が
い
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
残
念
な
が
ら
選
ば
れ
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
、
非
常
に
残
念
な
思
い
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
女
性
が
そ
う
い
う
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
っ
て

い
く
こ
と
が
、
平
和
な
世
界
に
向
け
て
の
大
き
な
力
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

―
―
重
要
な
の
は
、
個
人
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
市
民
社
会
組
織
・
民
間
部
門
が
全
て
平
和
の
構
築
に

役
割
を
果
た
す
こ
と
で
す
。

　

要
す
る
に
、
個
人
を
含
め
て
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
の
、
あ
ら
ゆ
る
単
位
で
の
、
平
和
へ
向
け
て
の
役
割

と
い
う
の
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
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―
―
一
つ
の
声
が
波
紋
を
生
む
。
多
く
の
波
紋
が
波
を
起
こ
す
。
平
和
の
文
化
を
求
め
る
私
た
ち
の
声

は
世
界
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

や
は
り
一
人
が
大
事
だ
と
。
一
人
か
ら
運
動
が
起
き
て
い
く
、
そ
う
い
う
波
紋
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と

が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

―
―
人
類
の
利
益
の
た
め
に
、
地
球
の
持
続
可
能
性
の
た
め
に
、
そ
し
て
私
た
ち
の
世
界
を
住
み
や
す

い
場
所
に
す
る
た
め
に
平
和
の
文
化
を
受
け
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
非
常
に
印
象
的
な
ス
ピ
ー
チ
で
し
た
が
、
こ
こ
で
な
ぜ
チ
ョ
ウ

ド
リ
ー
さ
ん
の
発
言
を
紹
介
し
た
か
と
言
い
ま
す
と
、
い
わ
ゆ
る
平
和
首
長
会
議
が
訴
え
て
い
る
こ
と
と
、

内
容
的
な
意
味
で
か
な
り
近
似
し
て
い
る
と
言
い
ま
す
か
、
平
和
首
長
会
議
の
主
張
に
共
鳴
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
紹
介
し
た
か
っ
た
わ
け
で
す
。

４　

国
連
と
平
和
首
長
会
議
の
共
鳴
と
今
後
の
課
題

　

先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
、
昨
年
（
二
〇
二
一
年
）
の
国
連
総
会
「
平
和
の
文
化
に
関
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
」

で
の
松
井
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
一
部
分
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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そ
う
し
た
局
面
（
国
家
間
の
対
立
の
先
鋭
化
）
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
為
政
者
が
国
家
レ
ベ
ル
で
考

え
る
安
全
保
障
政
策
か
ら
人
間
の
た
め
の
安
全
保
障
政
策
に
転
換
す
る
具
体
的
な
行
動
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
為
政
者
の
政
策
転
換
を
促
し
て
い
く
た
め
に
根
源
的
に
重
要
な
こ
と
は
、
市
民
社

会
に
お
い
て
相
互
の
利
益
を
尊
重
し
、
助
け
合
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
市
民
レ
ベ
ル
の
視
点

に
立
っ
て
、
核
兵
器
廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和
に
向
け
た
市
民
社
会
の
総
意
を
形
成
す
る
こ
と
で
す
。 

…
…
中
略
…
…
す
な
わ
ち
、「
平
和
文
化
の
振
興
」
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
こ

の
市
民
社
会
が
為
政
者
を
動
か
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
認
識
は
、
チ
ョ
ウ
ド
リ
ー
大
使

や
皆
さ
ま
が
平
和
の
文
化
の
取
組
を
始
め
ら
れ
た
頃
の
思
い
と
共
通
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
平
和
を
願
い
、
価
値
観
を
同
じ
く
す
る
人
々
が
共
通
の
目
的
の
た
め
に
連
帯
す
れ
ば
、
世
界

に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
チ
ョ
ウ
ド
リ
ー
大
使
が
主
導
し
た
「
平
和
の
文
化
」
と
平
和
首
長
会
議
が
訴
え
て
い
る
「
平

和
文
化
」、
こ
れ
が
見
事
に
共
鳴
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み

に
、
こ
の
用
語
に
つ
い
て
は
、「
平
和
の
文
化
」
と
い
う
場
合
は
、「the culture of peace

」
で
し
て
、

「
平
和
文
化
」
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
英
語
に
し
た
ら
同
じ
文
言
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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最
後
に
、
今
後
の
課
題
を
挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
問
題
は
、
や
は
り
「
平
和
文
化
」
の
考
え
方

を
い
か
に
市
民
社
会
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
や
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
一
つ

に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
ま
だ
検
討
中
の
制
度
で
す
が
、
平
和
首
長
会
議
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
を
実
施
し
た
り
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
活
用
を
強
化
し
た
り
、
そ
れ
か
ら
、
我
々
が
行
う
講
演
・
寄

稿
・
平
和
教
育
の
教
材
を
充
実
さ
せ
た
り
、
座
談
・
懇
談
の
機
会
を
活
用
し
た
り
し
て
、
市
民
社
会
に
平

和
の
文
化
の
考
え
方
を
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
加
盟
都
市
に
い
か
に
運
動
を
広
め
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
加
盟
都
市
間
の
連
携
を

強
化
し
て
い
く
。
例
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
支
部
内
、
あ
る
い
は
広
島
広
域
都
市
圏
、
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
国

立
市
な
ど
の
東
京
西
部
地
区
で
の
連
携
と
か
、
そ
れ
か
ら
広
島
市
で
始
め
た
「
平
和
文
化
月
間
」
な
ど
の

経
験
を
ほ
か
の
都
市
と
も
共
有
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
国
連
経
済
社
会
理
事
会
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
、
核
軍
縮
分
野
の
み
な
ら
ず
、
人
間
の
安
全

保
障
分
野
な
ど
、
国
連
で
の
活
動
の
幅
を
広
げ
る
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
も
非
常
に
今
後
重
要
に
な
っ
て
く

る
か
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
こ
こ
で
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、「
平
和
文
化
の
振
興
」
は
核
軍
縮
へ
の
即
効

的
な
手
段
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
効
果
を
発
揮
す
る
に
は
時
間
を
要
す
る
。
従
っ
て
、
継
続
的
で
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粘
り
強
い
取
組
が
重
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
平
和
首
長
会
議

と
し
て
も
粘
り
強
く
「
平
和
文
化
の
振
興
」
を
図
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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